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は
じ
め
に

亡
国
の
憂
憤
を
託
し
た
と
さ
れ
る
無
根
の
蘭
。
当
館
所
蔵
の
阿
部
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
一
際
異
彩
を
放
つ
鄭
思
肖
「
墨
蘭
図
」【
図
1
】
は
、龔
開
「
駿

骨
図
」
と
並
ん
で
人
口
に
膾
炙
す
る
宋
遺
民
の
絵
画
で
あ
る
。
著
者
は
こ
こ
数

年
、『
関
西
九
館
所
蔵　

中
国
書
画
録
Ⅲ
（
１
）

』（
以
下
「
書
画
録
Ⅲ
」、
本
年
三
月

刊
行
予
定
）
に
所
収
す
る
た
め
、
当
館
の
鄭
思
肖
・
龔
開
両
作
の
題
跋
や
印
章

等
を
起
こ
し
、
註
を
附
す
作
業
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
の
作
業
の
中
、
改
め

て
鄭
思
肖
の
基
本
文
献
に
触
れ
な
が
ら
墨
蘭
図
を
見
直
す
機
会
を
得
た
が
、
紙

幅
の
都
合
上「
書
画
録
Ⅲ
」に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
も
あ
る
。
よ
っ

て
本
稿
で
は
、
館
蔵
品
紹
介
も
か
ね
て
こ
こ
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

１
、
大
美
本
墨
蘭
図
の
伝
来

現
在
、大
阪
市
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
鄭
思
肖
の
「
墨
蘭
図
」（
以
下
、「
大

美
本
」）
は
、
東
洋
紡
績
株
式
会
社
社
長
を
つ
と
め
た
阿
部
房
次
郎
（
一
八
六
八

〜
一
九
三
七
）
の
旧
蔵
品
の
一
つ
と
し
て
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
令
息

孝
次
郎
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。清
朝
内
府
に
伝
来
し
、『
石
渠
宝
笈
』

鄭
思
肖
「
墨
蘭
図
」
に
つ
い
て

 

森
橋　

な
つ
み

【図１】鄭思肖「墨蘭図」 元・大徳10年（1306） 紙本墨画 一巻 25.7×42.4cm
 大阪市立美術館（阿部コレクション）
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初
編
巻
三
十
二
に
所
載
さ
れ
、
現
在
も
「
鄭
思
肖
畫
蘭
眞
跡
、
上
等
陽
一
。
乾

隆
九
年
春
日
、
臣
張
照
等
奉
勅
編
次
」
と
墨
書
の
あ
る
包
袱
【
図
2
】
と
「
乾

隆
御
賞
、
鄭
思
肖
畫
蘭
」
と
刻
ま
れ
た
別
子
（
玉
製
の
つ
め
、【
図
3
】）
が
付

属
す
る
。

本
紙
に
は
鄭
思
肖
の
自
題
の
ほ
か
陳
深
（
一
二
五
九
頃
〜
一
三
二
九
頃
）
の

題
詩
が
あ
り
、
後
に
元
の
王
育
か
ら
明
の
祝
允
明
（
一
四
六
〇
〜
一
五
二
六
）

ま
で
十
二
名
の
跋
（
２
）
が
つ
づ
く
。
詳
伝
が
不
明
で
あ
る
者
も
少
な
く
な
い
が
、
鄭

思
肖
が
制
作
し
て
以
来
、
明
時
代
ま
で
は
お
お
む
ね
蘇
州
周
辺
の
エ
リ
ア
に
伝

来
し
、
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
巻
末
の
祝
允
明
の
跋
に
は
「
此
紙
先

蔵
於
衲
子
、今
歸
吾
子
魚
」と
あ
り
、僧
侶
の
手
に
あ
っ
た
も
の
が
正
徳
六
年（
一

五
一
一
）、
彼
の
甥
で
あ
る
陳
鼇
（
字
は
子
魚
（
３
）

）
の
収
蔵
に
な
っ
た
と
い
う
。
跋

の
ほ
か
鑑
蔵
印
を
み
る
と
、
本
作
は
そ
の
後
、
古
蹟
名
筆
を
あ
つ
め
た
『
鬱
岡

齋
墨
妙
』
で
知
ら
れ
る
王
肯
堂
（
？
〜
一
六
三
八
）
か
ら
、
明
末
清
初
の
収
蔵

家
張
孝
思
へ
と
移
り
、
最
終
的
に
宋
犖
（
一
六
四
三
〜
一
七
一
三
）
の
も
と
か

ら
清
内
府
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
の
璽
印
は
高
宗
（
乾
隆
帝
）、
仁
宗
（
嘉

慶
帝
）、
そ
し
て
溥
儀
（
宣
統
帝
）
の
印
が
鈐
さ
れ
る
。

な
お
、
本
作
に
は
付
属
し
て
い
な
い
が
、
高
宗
・
仁
宗
朝
に
仕
え
た
翁
方
綱

（
一
七
三
三
〜
一
八
一
八
）
の
『
復
初
斎
集
』
に
、「
鄭
所
南
墨
蘭
図
巻
（
４
）
」
が
載
り
、

そ
こ
に
記
さ
れ
る
鄭
思
肖
の
款
記
や
引
用
さ
れ
た
王
冕
・
陳
昱
の
題
跋
の
内
容

は
、
大
美
本
墨
蘭
図
と
一
致
し
て
い
る
。
翁
方
綱
跋
が
大
美
本
を
指
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
な
ぜ
現
状
作
品
に
付
属
し
て
い
な
い
の
か
、
或
い
は
別
本
を
指
し

て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
款
記
や
他
の
跋
の
内
容
ま
で
同
じ
な
の
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

清
末
に
な
る
と
大
美
本
は
内
府
を
離
れ
、
溥
儀
の
教
育
係
で
あ
っ
た
陳
宝

琛
（
一
八
四
八
〜
一
九
三
五
）
の
外
甥
で
あ
る
劉
驤
業
（
５
）

の
手
に
よ
っ
て
大
阪
・

博
文
堂
の
原
田
悟
朗
の
も
と
へ
持
ち
込
ま
れ
（
６
）

、
最
終
的
に
阿
部
房
次
郎
の
も
と

へ
と
収
ま
っ
た
。
高
野
絵
莉
香
氏
に
よ
れ
ば
（
７
）

、
溥
儀
が
弟
の
溥
傑
に
褒
賞
と
し

て
下
賜
し
た
書
画
の
目
録
『
賞
溥
傑
単
（
８
）
』
に
「
鄭
思
肖
墨
蘭
図
」
の
記
載
が
あ

り
、
宣
統
十
四
年
（
民
国
十
一
年
、
一
九
二
二
）
の
十
一
月
初
五
日
項
に
あ
げ

【図２】清朝内府製包袱
 （墨書部分）

【図３】別子
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ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
楊
仁
愷
氏
に
よ
れ
ば
（
９
）
、
実
際
に
は
以
後
も
溥
儀
の

手
元
に
あ
っ
て
、
天
津
在
住
時
に
売
り
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
溥
儀
が
紫

禁
城
を
出
て
天
津
の
張
園
に
仮
寓
し
て
い
た
の
は
一
九
二
四
年
の
十
一
月
〜
一

九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
頃
、
天
津
に
駐
在
し
て
い
た
劉
驤
業
が
交
渉

役
と
し
て
溥
儀
の
傍
に
仕
え
た）
（1
（

。
紫
禁
城
と
は
か
け
離
れ
た
張
園
で
の
暮
ら
し

は
、
生
活
に
困
る
こ
と
が
多
く
、
宮
中
か
ら
持
ち
出
し
た
財
物
を
売
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）
（（
（

。

溥
儀
の
天
津
在
住
期
に
、
側
近
の
劉
驤
業
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た

大
美
本
墨
蘭
図
。
博
文
堂
に
持
ち
込
ま
れ
、
阿
部
の
手
へ
と
渡
っ
た
時
期
を
特

定
で
き
る
よ
う
な
箱
書
き
等
は
付
属
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
阿
部
が
生
前
刊

行
し
た
『
爽
籟
館
欣
賞
』
第
一
輯
（
博
文
堂
、
昭
和
五
年
〈
一
九
三
〇
〉）
に
は

載
ら
ず
、没
後
の
発
刊
と
な
っ
た
第
二
輯（
博
文
堂
、昭
和
十
四
年〈
一
九
三
九
〉）

に
所
収
さ
れ
て
い
る）
（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
阿
部
の
手
元
に
入
っ
た
の
は
昭
和
五

年
以
降
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

２
、
鄭
思
肖
と
墨
蘭

鄭
思
肖
の
墨
蘭
図
は
、
大
美
本
の
ほ
か
に
呉
湖
帆
（
一
八
九
四
〜
一
九
六
八
）

旧
蔵
の
エ
ー
ル
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本）
（1
（

な
ど
、
ご
く
僅
か
に
伝
存
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
い
ず
れ
も
鄭
思
肖
の
真
筆
と
す
る
に
は
基
準
と
な
る
遺
例
が
な
く
、

判
断
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
鄭
思
肖
の
墨
蘭
図
を
め
ぐ
る
言
説

を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
特
色
を
み
て
み
た
い
。

ま
ず
鄭
思
肖
の
詩
集
よ
り
「
墨
蘭
」
を
ひ
く
。

鍾
得
至
淸
氣
、
精
神
欲
照
人
。

（
鍾
め
得
ん
至
清
の
気　

精
神 

人
を
照
ら
さ
ん
と
欲
す
）

抱
香
懷
古
意
、
戀
國
憶
前
身
。

（
香
を
抱
き
古
意
を
懐
い　

国
を
恋
い
前
身
を
憶
う
）

空
色
微
開
曉
、
晴
光
淡
弄
春
。

（
空
色 

微
か
に
暁
を
開
き　

晴
光 

淡
く
春
を
弄
す
）

淒
涼
如
怨
望
、
今
日
有
遺
民
。

（
凄
涼 

怨
望
す
る
が
如
し　

今
日 

遺
民
有
り
）

こ
の
詩
は
い
わ
ゆ
る
『
心
史）

（1
（

』
中
の
『
大
義
集
』（
一
二
七
九
年
成
書
）
に
あ

る
詩
で
、
鄭
思
肖
が
墨
蘭
に
亡
国
の
念
や
遺
民
感
情
を
託
し
て
い
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
大
美
本
の
自
題
詩
は
「
向
來
俯
首
問
羲
皇
、
汝
是
何
人
到
此
鄕
、

未
有
畫
前
開
鼻
孔
、
滿
天
浮
動
古
馨
香
」
と
あ
り
、
明
確
な
表
現
で
は
な
い
が
、

蘭
の
古
香
を
詠
い
、
前
朝
へ
の
追
慕
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
大
美
本
の
自
題

詩
に
つ
づ
く
題
跋
で
は
、
墨
蘭
や
鄭
思
肖
の
姿
を
、「
離
騒
」
を
は
じ
め
と
し

た
楚
の
屈
原
の
イ
メ
ー
ジ
に
明
ら
か
に
重
ね
て
い
る）
（1
（

。
元
の
倪
瓚
（
一
三
〇
一

〜
一
三
七
四
）
が
別
本
に
寄
せ
た
「
題
鄭
所
南
蘭
」
に
も
「
秋
風
蘭
蕙
化
爲
芽
、

南
國
淒
涼
氣
已
消
。
祗
有
所
南
心
不
改
、
涙
泉
和
墨
寫
離
騷
」（『
清
閟
閣
集
』

巻
八
）と
あ
り
、元
時
代
に
お
け
る
鄭
思
肖
の
墨
蘭
図
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
後
人
の
想
像
力
に
拠
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
鄭
思
肖
自
身
が
す
で

に
強
く
意
識
し
て
お
り
、
同
時
代
を
生
き
た
張
炎
（
一
二
四
八
〜
一
三
二
〇
頃
）

に
よ
れ
ば
、
鄭
思
肖
は
蘭
を
画
く
傍
ら
、
屈
原
の
肖
像
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う）
（1
（

。

で
は
、
宋
遺
民
と
し
て
の
鄭
思
肖
の
自
己
表
現
に
、
遠
く
楚
の
屈
原
の
イ

メ
ー
ジ
を
重
ね
ら
れ
た
墨
蘭
図
と
は
ど
の
よ
う
に
画
か
れ
た
の
か
。
先
の
張
炎

の
別
の
詩
に
は
、「
蘭
曰
國
香
、
爲
哲
人
出
、
以
色
香
自
眩
、
乃
得
天
之
淸
者
也
。

楚
子
不
作
、
蘭
今
安
在
。
得
見
所
南
翁
紙
上
數
筆
、
斯
可
矣
」
と
あ
り
、
ま
た
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鄭
元
祐
（
一
二
九
二
〜
一
三
六
四
）
に
よ
る
小
伝
に
「
平
時
喜
畫
蘭
、疏
花
簡
葉
、

不
求
甚
工
」（『
遂
昌
山
人
雑
録
』
巻
一
）
と
あ
り
、
鄭
思
肖
の
蘭
図
が
簡
潔
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
鄭
思
肖
の
画
く
蘭
が
い
わ
ゆ
る
「
無
根
蘭
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
盧

熊
（
一
三
三
一
〜
一
三
八
〇
）「
鄭
所
南
小
傳
」
に
み
え
、「
精
墨
蘭
、自
更
祚
後
、

爲
蘭
不
畫
土
根
、
無
所
憑
藉
。
或
問
其
故
、
則
云
、
地
爲
番
人
奪
去
、
汝
猶
不

知
邪
。
不
欲
與
、雖
迫
以
權
勢
、不
可
得
也
」（
盧
熊
撰
『
洪
武
蘇
州
府
志
』
所
収
）

と
あ
る）
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
墨
蘭
に
た
く
み
で
あ
っ
た
鄭
思
肖
は
、
宋
が
滅
ん
だ
後
、

頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
し
て
土
や
根
を
画
か
な
く
な
っ
た
。
人
が
そ
の
理
由
を

た
ず
ね
る
と
、
土
地
は
番
人
（
異
民
族
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
ル
人
）
に
奪
い
去
ら

れ
た
た
め
画
か
な
い
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
墨
蘭
を
与
え
た
く
な
い
と
思
え
ば
、

権
威
の
あ
る
も
の
が
迫
っ
た
と
し
て
も
や
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
鄭
思
肖
の
墨
蘭
に
つ
い
て
言
説
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
解
釈
に

悩
む
の
が
大
美
本
の
款
記「
丙
午
正
月
十
五
日
作
此
壹
卷
」部
分
で
あ
る
。「
正
」

「
十
五
」
の
三
字
は
手
書
、
そ
の
外
は
墨
摺
に
よ
る
。
自
然
に
考
え
れ
ば
墨
摺

は
量
産
の
た
め
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
み
だ
り
に
画
蘭
を
人
に
与
え
な

か
っ
た）
（1
（

と
い
う
鄭
思
肖
に
、
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
目
的
は
判

然
と
し
な
い
が
、
明
末
に
は
こ
の
よ
う
な
作
例
が
ほ
か
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
陳
継
儒
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
）
に
よ
れ
ば
、
鄭
思
肖
の
蘭
図
に
「
丙
戌

正
月
十
五
日
寫
此
一
卷
」
と
あ
り
、そ
の
十
一
字
の
う
ち
「
丙
戌
」
と
「
十
五
」

の
四
字
が
手
書
で
ほ
か
は
墨
摺
で
あ
っ
た
と
い
う）
（1
（

。
大
美
本
の
丙
午
は
元
の
大

徳
十
年
（
一
三
〇
六
）、
陳
継
儒
本
の
丙
戌
は
至
元
二
十
三
年
（
一
二
八
六
）
の

こ
と
に
な
る
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
形
式
を
貫
く
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

３
、
鄭
思
肖
の
平
生
と
丙
午
年

さ
て
、
こ
こ
ま
で
よ
く
知
ら
れ
た
内
容
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
過
去
の

言
説
を
振
り
か
え
り
、
大
美
本
墨
蘭
図
を
問
う
地
平
を
確
認
し
て
き
た
。
最
後

に
、
鄭
思
肖
の
平
生
を
追
い
な
が
ら
、
大
美
本
が
画
か
れ
た
丙
午
年
に
つ
い
て

み
て
お
こ
う
。
な
お
、鄭
思
肖
の
年
譜
は
お
も
に
陳
福
康
校
点『
鄭
思
肖
集
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

鄭
思
肖
は
南
宋
・
理
宗
朝
の
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
に
臨
安
（
杭
州
）
で
生

ま
れ
た
。
本
貫
は
福
建
連
江
。
原
名
は
未
詳
で
、
宋
が
滅
ん
だ
後
に
改
名
し
た

思
肖
（
宋
宗
室
の
「
趙
」
氏
を
「
思
」
う
の
意
）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る）
11
（

。
父

の
鄭
起
（
一
一
九
九
〜
一
二
六
二
。
字
は
叔
起
、号
は
菊
山
）
は
性
理
学
を
究
め
、

江
南
各
地
の
県
学
や
書
院
で
山
長
を
つ
と
め
た
。
思
肖
は
幼
少
よ
り
父
に
従
っ

て
各
地
に
訪
れ
、
学
問
を
修
め
て
宝
祐
二
年
（
一
二
五
四
）、
十
四
歳
の
時
に

太
学
上
舎
生
と
な
り
、
博
学
宏
詞
科
に
応
じ
た
。
家
学
を
継
ぎ
、
父
と
同
じ
よ

う
に
各
地
で
教
鞭
を
と
っ
た
と
い
う
。

景
定
三
年
（
一
二
六
二
）、
こ
の
年
二
月
に
父
の
鄭
起
が
六
十
四
歳
で
亡
く

な
っ
た
。
こ
の
と
き
思
肖
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
家

は
次
第
に
困
窮
し
、
母
と
と
も
に
居
を
転
々
と
移
し
た
。
生
活
も
世
相
も
不
安

定
な
日
々
に
あ
っ
て
ひ
た
す
ら
詩
作
に
ふ
け
っ
た
と
い
う
。
臨
安
が
モ
ン
ゴ
ル

軍
に
占
領
さ
れ
た
徳
祐
二
年
（
一
二
七
六
）、
三
十
六
歳
の
時
に
母
が
逝
去
し

た
。
そ
し
て
思
肖
が
三
十
代
を
終
え
る
こ
ろ
、
厓
山
に
お
い
て
抗
戦
む
な
し
く

南
宋
が
滅
ん
だ
。
そ
の
後
、
居
を
移
し
な
が
ら
蘇
州
を
中
心
と
し
て
活
動
し
た

鄭
思
肖
は
、
慨
嘆
に
堪
え
な
い
思
い
を
詩
作
に
込
め
、『
心
史
』
に
ま
と
め
て

鉄
函
に
封
じ
、
四
月
初
八
佛
生
日
に
蘇
州
承
天
寺
の
井
中
に
投
じ
た
。
至
元
二

十
年
（
一
二
八
三
）、
鄭
思
肖
四
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。
至
元
二
十
三
年
（
一
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二
八
六
）、丙
戌
の
こ
の
年
は
先
述
の
陳
継
儒
が
い
う
「
墨
蘭
図
」
が
画
か
れ
た
。

元
帝
（
フ
ビ
ラ
イ
）
の
詔
に
応
じ
、
宋
の
宗
室
で
あ
り
な
が
ら
出
仕
し
た
趙
孟

頫
を
嫌
悪
し
、
交
流
を
絶
っ
た
年
で
も
あ
る
。

五
十
代
の
鄭
思
肖
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
活
動
が
確
認
で
き
な
い
。
大
徳
五
年

（
一
三
一
〇
）、六
十
一
歳
の
時
に
父
の
詩
四
十
首
を
選
し
て
『
清
雋
集
』
を
成
し
、

自
作
の
「
一
百
二
十
図
詩
」
お
よ
び
「
錦
銭
余
笑
二
十
四
首
」
を
併
せ
て
上
梓

し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
三
四
十
代
に
み
せ
た
激
し
い
感
情
の
動
き
は
、
や
や

影
を
ひ
そ
め
て
き
た
印
象
で
あ
る
。
六
十
代
を
迎
え
た
思
肖
は
、
世
俗
を
避
け

て
禅
に
遊
び
、
各
地
の
名
山
や
寺
観
を
め
ぐ
っ
た
。
大
美
本
墨
蘭
図
が
画
か
れ

た
大
徳
十
年
（
一
三
〇
六
）、
鄭
思
肖
は
六
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
。
南
宋
が

都
を
奪
わ
れ
事
実
上
滅
ん
で
よ
り
三
十
年
が
経
過
し
、
晩
年
を
迎
え
た
胸
中
は
、

い
か
に
本
図
に
投
影
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

延
祐
五
年
（
一
三
一
八
）、
七
十
八
歳
で
鄭
思
肖
は
亡
く
な
っ
た
。
先
の
盧

熊
の
伝
に
よ
れ
ば
、
病
床
で
友
人
の
唐
東
嶼
に
、
自
分
の
位
牌
に
は
「
大
宋
不

忠
不
孝
鄭
思
肖
」
と
書
く
よ
う
求
め
た
と
い
う）
1（
（

。
宋
に
殉
ず
る
こ
と
も
で
き
ず
、

妻
を
娶
ら
ず
後
継
を
残
さ
な
い
ま
ま
臨
終
を
迎
え
た
鄭
思
肖
。
亡
国
に
直
面
し

た
遺
民
と
し
て
の
思
い
は
『
心
史
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
文
の
端
々
に
み
え
、
激

烈
な
怒
り
や
悲
憤
、
憂
い
や
煩
悶
、
そ
し
て
孤
独
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
。

小
稿
で
は
大
美
本
墨
蘭
図
を
め
ぐ
っ
て
、
伝
来
・
作
品
・
作
者
の
基
本
的
な

情
報
を
整
理
し
て
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
十
分
で
あ
る
か
と
い
え
ば

甚
だ
心
も
と
な
い
。
た
だ
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
本
作
に
つ
い
て
理
解
を
広
げ

る
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
一
見
、
簡
潔
で
瀟
洒
に
み
え
る
大
美
本

墨
蘭
図
。
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
の
中
で
無
根
と
な
っ
た
蘭
は
、
枯
れ
果
て
て
し

ま
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
自
由
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
蘭
の
画
は
鄭
思
肖
の
孤

独
な
自
画
像
な
の
で
あ
ろ
う
。

 

（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

凡
例

本
稿
に
お
い
て
は
古
籍
か
ら
の
引
用
文
で
は
で
き
る
か
ぎ
り
正
字
を
使
い
、
そ
の
ほ
か
の

漢
字
は
現
代
表
記
と
し
た
。
な
お
、
引
用
元
が
簡
体
字
で
あ
る
註
10
・
11
は
現
代
表
記
に

改
め
た
。
引
用
文
中
の
句
読
点
、
傍
線
は
著
者
に
よ
る
。

註（
１
）
本
書
は
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
に
参
加
す
る
九
館
（
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
観
峰
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
黒
川
古
文
化
研

究
所
、
泉
屋
博
古
館
、
澄
懐
堂
美
術
館
、
藤
井
済
生
会
有
鄰
館
、
大
和
文
華
館
）
の

所
蔵
す
る
中
国
書
画
の
う
ち
、『
中
国
書
画
探
訪
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年
）
掲
載

の
作
品
を
中
心
に
月
例
会
で
会
読
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
研
究
報
告
書
で
あ
り
、
第

一
冊
（
二
〇
一
三
年
三
月
）、
第
二
冊
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
つ
づ
く
第
三
冊
目
で

あ
る
。

（
２
）
王
育
の
以
下
に
烈
哲
（
詳
伝
不
明
）、
餘
澤
（
一
二
七
七
〜
？
）、
魏
俊
民
（
生
卒
年
不

詳
）、
陳
昱
（
？
〜
一
三
三
六
〜
？
）、
鄭
元
祐
（
一
二
九
二
〜
一
三
六
四
）、
釋
德
欽

（
詳
傳
不
明
）、
王
冕
（
一
二
八
七
〜
一
三
五
九
）、
胡
煕
（
詳
伝
不
明
）、
段
天
祐
（
生

卒
年
不
詳
）、韓
奕
（
一
三
三
四
頃
〜
一
四
〇
六
）、祝
允
明
（
一
四
六
〇
〜
一
五
二
六
）

と
続
く
。

（
３
）
祝
允
明
の
詩
に
「
中
表
甥
陳
鼇
子
魚
久
抱
微
疾 

懷
之
得
句
因
寄
」（『
懐
星
堂
集
』
巻

七
）が
あ
る
。
正
徳
三
年（
一
五
〇
八
）の
進
士
で
あ
る
何
鰲（
一
四
八
四
〜
一
五
三
三
）

も
字
を
子
魚
と
い
う
が
、
祝
允
明
と
の
関
係
を
考
え
、
こ
こ
で
は
陳
鼇
を
指
す
と
考

え
る
。
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（
４
）
以
下
、
翁
方
綱
跋
の
全
文
。
割
注
は
【　

】
で
示
し
た
。「
鄭
所
南
墨
蘭
圖
卷
、
紙
本
、

蘭
二
叢
、
生
氣
迥
出
、
奇
作
也
。
自
題
丙
午
正
月
十
五
作
、
下
押
所
南
翁
三
字
紅
文

方
印
。
按
、
所
南
宋
遺
老
、
入
元
不
仕
、
客
吳
下
、
寄
食
城
南
報
國
寺
以
終
。
自
稱

景
定
詩
人
、有
咸
淳
集
、中
興
集
。
宋
遺
民
錄
稱
其
畫
蘭
自
更
祚
後
不
畫
土
根
者
是
也
。

此
卷
自
題
丙
午
、
不
著
年
號
。
所
南
生
卒
歳
月
無
所
考
、
然
陸
行
直
跋
所
南
墨
竹

云
、
予
自
童
稚
至
壯
時
、
得
承
顏
接
辭
、
而
先
生
去
世
幾
二
十
載
。
陸
跋
亦
不
著
年

世
、
而
予
考
陸
行
直
生
於
德
祐
元
年
乙
亥
、
逮
元
成
宗
改
元
之
丙
午
、
陸
年
三
十
二
歳
、

則
其
時
所
南
尚
在
也
。
是
此
卷
自
題
丙
午
、爲
元
成
宗
改
元【
此
年
號
二
字
是
家
父
諱
】

之
十
年
丙
午
無
疑
矣
。
此
卷
内
王
冕
題
有
晩
年
學
佛
、
白
首
南
冠
語
、
又
有
吳
人
陳

昱
題
詩
云
、
家
學
相
承
寶
祐
年
、
東
籬
幾
度
菊
花
天
、
紫
莖
綠
葉
留
殘
墨
、
更
覺
秋

光
分
外
姸
。
予
考
鄭
所
南
題
井
中
心
史
云
、
德
祐
五
年
乙
卯
、
三
山
菊
山
後
人
所
南

鄭
思
肖
憶
翁
。
蓋
所
南
之
父
名
起
、
號
菊
山
。
以
陳
昱
詩
證
之
、
知
其
承
過
庭
之
訓
、

在
宋
末
寶
祐
時
、
而
其
詩
稱
景
定
咸
淳
者
、
特
自
敍
宋
代
遺
民
之
詞
、
而
其
隱
居
吳
下
、

則
入
元
已
久
矣
。
即
或
一
卷
、
而
所
南
平
生
始
末
可
以
略
得
其
概
、
豈
僅
作
翰
墨
展

玩
已
哉
」。

（
５
）
劉
驤
業
は
字
を
伍
源
と
い
い
、
原
籍
は
福
建
。
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
明
治
四

十
年
（
一
九
〇
七
）
前
後
、
二
十
二
歳
の
時
に
早
稲
田
大
学
大
学
部
政
治
経
済
科
に

在
籍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。高
木
理
久
夫
・
森
美
由
紀「
早
稲
田
の
清
国
留
学
生 『
早

稲
田
大
学
中
国
留
学
生
同
窓
録
』
の
記
録
か
ら
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第

六
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。

（
６
）
博
文
堂
を
介
し
た
阿
部
房
次
郎
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞

書　

大
正
―
昭
和
初
期
に
お
け
る
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
」（『
中
国
明
清
名

画
展
』
図
録
、
集
巧
社
、
一
九
九
二
年
）
が
基
本
資
料
と
な
る
。
後
年
の
聞
書
き
で

は
あ
る
が
、
当
事
者
に
よ
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
以
下
、
当
該
箇
所
を
引
用
す
る

と
、「
鄭
思
肖
の
蘭
。
こ
れ
は
劉
譲
【
マ
マ
】
業
さ
ん
が
も
っ
て
き
た
。
劉
譲
業
と

い
う
人
は
宣
統
帝
の
傳
育
係
だ
っ
た
陳
宝
琛
先
生
の
甥
な
ん
で
す
。
陳
先
生
は
宣
統

帝
を
お
育
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
う
責
任
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
辛
亥
革

命
の
あ
と
は
何
に
も
ご
不
自
由
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
費
用
が

出
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
ご
自
分
の
も
の
と
か
清
朝
の
お
蔵
の
も
の
を
ず
い
ぶ

ん
私
ど
も
に
到
さ
れ
ま
し
た
。
劉
さ
ん
は
若
い
か
ら
何
度
も
日
本
に
来
て
い
る
間
に

日
本
語
も
上
手
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
言
葉
が
で
き
る
だ
け
に
お
茶
屋
遊
び
を
覚
え

て
、
そ
の
方
に
大
き
な
お
金
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
お
金
が
足
り
な
く
な
る
と
私

の
と
こ
ろ
に
き
て
、
こ
れ
を
担
保
に
置
い
と
く
か
ら
と
か
、
こ
の
次
に
こ
れ
こ
れ
を

持
っ
て
く
る
か
ら
と
か
い
っ
て
お
金
を
、
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
額
で
し
た
が
、
も
っ

て
ゆ
く
。
そ
の
通
り
品
物
は
持
っ
て
く
る
ん
で
す
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
７
）
高
野
絵
莉
香
「
黄
山
谷
跋
、
李
公
麒
筆
「
五
馬
図
巻
」
に
つ
い
て
―
北
宋
士
大
夫

間
に
お
け
る
享
受
か
ら
清
朝
内
府
流
出
と
日
本
流
入
ま
で
」『
史
観
』
第
一
七
一
冊
、

早
稲
田
大
学
史
学
会
、
二
〇
一
四
年
九
月
。
高
野
氏
は
李
公
麒
筆
「
五
馬
図
巻
」（
所

在
不
明
）
の
日
本
流
入
経
緯
を
探
る
中
で
、
同
じ
く
劉
驤
業
を
介
し
て
博
文
堂
に
も

た
ら
さ
れ
た
大
美
本
墨
蘭
図
に
触
れ
て
い
る
。

（
８
） 「
賞
溥
傑
書
畫
目
」
と
し
て
『
故
宮
已
佚
書
籍
書
画
目
録
四
種
』（
国
立
北
平
故
宮
博

物
院
、
一
九
三
四
年
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
９
）
楊
仁
愷
『
國
寶
沉
浮
錄
：
故
宮
散
佚
書
畫
見
聞
考
略
』（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一

九
九
一
年
）
に
「
鄭
思
肖
《
蘭
花
圖
》　
『
石
渠
寶
笈
』
初
編
著
錄
、
真
跡
、
溥
儀
在

天
津
時
售
出
、
日
本
阿
部
房
次
郎
藏
」（
同
書
「「
佚
目
」
書
畫
總
目
簡
注
」
参
照
）

と
あ
る
。

（
10
）
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』（
全
本
、
群
衆
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
在
張
園
時
代
、

內
務
府
大
臣
們
只
剰
下
栄
源
一
人
、
其
余
的
或
留
京
照
料
、
或
告
老
退
休
。
我
到
天

津
后
最
初
発
出
的
「
諭
旨
」
有
這
両
道
：「
鄭
孝
胥
・
胡
嗣
瑗
・
楊
鍾
羲
・
温
肅
・

景
方
昶
・
蕭
丙
炎
・
陳
曾
寿
・
万
縄
木
式
・
劉
驤
業
皆
駐
津
備
顧
問
。」「
設
総
務
処
、

著
鄭
孝
胥
・
胡
嗣
瑗
任
事
、
庶
務
処
著
佟
濟
煦
任
事
、
収
支
処
著
景
方
昶
任
事
、
交

涉
処
著
劉
驤
業
任
事
」（
二
〇
一
、
二
〇
二
頁
）
と
あ
る
。

（
11
） 「
張
園
里
的
経
済
情
況
、
和
紫
禁
城
比
起
来
、
自
然
差
的
多
了
、
但
是
我
還
擁
有
一

筆
可
観
的
財
産
、
我
従
宮
里
弄
出
来
的
一
大
批
財
物
、
一
部
分
換
了
銭
、
存
在
外

国
銀
行
里
生
息
、
一
部
分
変
為
房
産
、
按
月
収
租
金
」（
註
10
前
掲
書
、
二
〇
二
頁
）。

た
だ
し
、
溥
儀
が
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
二
八
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」

に
際
し
て
、
劉
驤
業
は
宣
統
帝
所
蔵
と
称
す
る
三
点
（
黄
筌
筆
「
柳
塘
聚
鳥
図
巻
」、

唐
人
「
遊
猟
図
巻
」、
李
公
麟
筆
「
五
馬
図
巻
」）
を
出
品
し
た
が
、
溥
儀
が
正
式
に

出
品
し
た
の
は
こ
れ
と
は
別
の
馬
和
之
画
一
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
を
め
ぐ
っ
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て
は
久
世
夏
奈
子
「
外
務
省
記
録
に
見
る
『
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
』（
一
九
二
八
）」

（『
日
本
研
究
』
五
〇
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
に
詳

し
い
。
な
お
、
劉
驤
業
が
出
品
し
た
三
点
の
う
ち
、
李
公
麟
「
五
馬
図
巻
」
は
、
大

美
本
墨
蘭
図
と
相
前
後
し
て
博
文
堂
・
原
田
悟
朗
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と

同
作
と
思
わ
れ
る
。
註
6
前
掲
書
参
照
。

（
12
）『
爽
籟
館
欣
賞
』
の
刊
行
経
緯
や
他
の
作
品
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
弓
野
隆
之
「
阿

部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
そ
の
特
質
」（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

関
西
中

国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未
来
』、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
、

二
〇
一
二
年
三
月
）
参
照
。

（
13
）
エ
ー
ル
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
は
鄭
元
祐
、
韓
奕
、
祝
允
明
な
ど
一
部
大
美
本
と
同
じ

人
物
に
よ
る
跋
が
付
随
す
る
。
題
跋
を
含
ん
だ
全
図
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ

れ
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
三
月
現
在
）。

 

　

https://artgallery.yale.edu/collections/objects/50409

 

ま
た
、
フ
リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
大
美
本
と
同
文
の
自
題
詩
と
款
記
お
よ
び
陳

深
の
題
詩
を
も
つ
墨
蘭
図
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
大
美
本
よ
り
も
時
代
の
下
る
印

象
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ア
本
に
つ
い
て
は
鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史　

中
之
二　

元
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
二
一
七
、
二
一
八
頁
を
参
照
。

（
14
）
鄭
思
肖
の
詩
は
、
没
後
し
ば
ら
く
は
「
金
銭
余
笑
二
十
四
首
」
や
「
百
二
十
図
詩
」

な
ど
わ
ず
か
に
伝
わ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
明
末
の
崇
禎
十
一
年
十
一
月
八
日
、
蘇

州
承
天
寺
の
君
慧
上
人
が
浚
井
の
と
き
に
井
戸
の
底
か
ら
「
大
宋
鉄
函
経
」
と
外
署

さ
れ
、
内
題
に
「
大
宋
孤
臣
鄭
思
肖
百
拝
封
」
と
書
か
れ
た
一
書
を
発
見
し
た
。
こ

れ
が
、
お
よ
そ
二
五
〇
首
の
未
公
開
の
詩
を
含
ん
だ
い
わ
ゆ
る
『
心
史
』
で
あ
り
、

間
も
な
く
蘇
州
の
張
国
維
ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
（
明
・
汪
駿
聲
「
書
心

史
後
」
崇
禎
十
三
年
四
月
二
十
七
日
）。『
四
庫
総
目
提
要
』
は
明
末
の
偽
書
と
し
て

否
定
的
に
扱
っ
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
梁
啓
超
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
九
）
ら
が
重

刊
す
る
な
ど
し
て
再
評
価
し
、
偽
造
説
を
否
定
す
る
論
調
が
強
く
な
っ
た
。
と
り
わ

け
桑
原
隲
蔵
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
一
）
が
宋
末
元
初
に
活
躍
し
た
蒲
寿
庚
の
事
蹟

を
考
証
す
る
中
で
『
心
史
』
の
記
述
の
高
い
信
憑
性
を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
真
作

と
考
え
る
潮
流
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
議
論
は
陳
福
康
校
点
『
鄭
思
肖

集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
15
）大
美
本
の
題
跋
に
つ
い
て
、詳
細
は
前
掲
註
1
の「
書
画
録
Ⅲ
」を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
16
） 「
題
處
梅
家
藏
所
南
翁
畫
。
別
本
作
、
所
南
翁
詩
書
之
暇
、
爲
屈
平
寫
眞
」（
張
炎
「
清

平
楽
」『
山
中
白
雲
詞
』）
と
あ
る
。

（
17
）
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
話
の
よ
う
で
、
同
様
の
内
容
は
明
・
都
穆
（
一
四
五
八
〜
一

五
二
五
）
の
『
寓
意
編
』
に
「
鄭
所
南
墨
蘭
自
題
詩
云
、
一
圖
之
香
、
一
國
之
殤
。

懷
彼
懷
王
、
於
楚
有
光
。
所
南
宋
太
學
生
而
不
仕
元
、
其
畫
蘭
獨
不
畫
土
、
人
問
其
故
、

答
曰
、
土
爲
番
人
奪
去
。
近
朱
堯
民
與
余
觀
於
夏
侯
橋
沈
氏
。
堯
民
云
、
是
韓
蒙
庵

故
物
」
と
あ
り
、
ま
た
明
・
文
嘉
『
鈐
山
堂
書
畫
記
』（
隆
慶
二
年
〈
一
五
六
八
〉
成

書
）「
鄭
所
南
蘭
花
圖
」
に
は
「
鄭
本
宋
之
遺
民
、
其
所
作
蘭
不
寫
土
、
人
有
問
之
者
、

答
云
、
土
被
番
人
奪
去
了
。
此
本
乃
吳
中
沈
氏
物
」
と
し
て
載
る
。

（
18
）先
の
盧
熊
に
よ
る
伝
の
外
、陶
宗
儀
『
輟
耕
録
』（
至
正
二
十
六
年
〈
一
三
六
六
〉
成
書
）

巻
二
十
に
「
工
畫
墨
蘭
、
不
妄
與
人
、
邑
宰
求
之
不
得
。
聞
先
生
有
田
三
十
畝
、
因

脅
以
賦
役
取
。
先
生
怒
曰
、
頭
可
砟
、
蘭
不
可
畫
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
美
本
の
落

款
に
「
求
則
不
得
、
不
求
或
與
、
老
眼
空
闊
、
淸
風
今
古
」（
白
文
方
印
）
と
あ
る
の

も
こ
れ
を
示
唆
す
る
。

（
19
） 「
曾
見
鄭
所
南
蘭
一
卷
、
畫
左
有
丙
戌
正
月
十
五
日
寫
此
一
卷
、
共
十
一
字
。
其
月

日
寫
此
一
卷
皆
墨
刷
印
者
、
其
丙
戌
十
五
四
字
、
則
手
書
塡
之
」（
陳
継
儒
『
妮
古
録
』

巻
二
）。

（
20
） 

陶
宗
儀
註
18
前
掲
書
に
「
會
天
兵
南
、
叩
闕
上
疏
、
犯
新
禁
、
衆
爭
目
之
、
由
是
遂

變
今
名
。
曰
肖
曰
南
、義
不
忘
趙
、北
面
他
姓
也
」
と
あ
る
。
な
お
改
名
に
つ
い
て
は
、

南
宋
の
要
所
で
あ
る
襄
陽
・
樊
城
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
迫
る
中
で
上
疏
し
た
文
が
、
過

激
ゆ
え
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
反
感
を
買
っ
た
た
め
、
世
間
か
ら
名
を
隠

す
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
す
る
。

（
21
） 「
疾
亟
時
、
嘱
其
友
唐
東
嶼
曰
、
思
肖
死
矣
、
煩
爲
書
一
位
牌
、
當
云
、
大
宋
不
忠

不
孝
鄭
思
肖
。
語
訖
而
絕
、
年
七
十
八
」
と
あ
る
。
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